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（４） 軍事費膨張のしわ寄せで削られる生活関連予算

B. 医療・介護・社会保障の切り捨て

①2016年度予算案①2016年度予算案①2016年度予算案①2016年度予算案

► 診療報酬を 8 年ぶりに引き下げ。薬価の引き下げ。病院経営を苦しくし、患者や労働

者にしわ寄せ。

►中小企業の従業員らが加入する公的医療保険「協会けんぽ」への補助の減額。

► 入院時の食事代の自己負担を、1 食 260 円から 360 円に引き上げ。18 年度には 460 円

とさらに引き上げ。

（財務省「平成 28年度社会保障関係予算のポイント」）

►「介護離職ゼロ」を旗印とし、介護職員確保のため育児支援制度を新たに設けるなど、

いくつかのメニューを並べてはいるが、全産業平均より月 10 万円低い介護労働者の給

料を引き上げるなどの抜本的な対策はない。必要な介護を保険で受けることができる状

況にはほど遠い。
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（財務省「平成 28年度社会保障関係予算のポイント」）

（2010 年 12 月 7 日緊急雇用対策本部実践キャリア・アップ制度専門タスク・フォース介

護人材ワーキング・グループ第 1回会合資料「介護人材の現状」より）
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►子育て世帯への臨時特例給付金（14年度 1万円、15年度 3000円）は 16年度から廃止。

► 児童扶養手当は増額。2 人目以後の子に対しては 36 年ぶり。しかし同時に「不正受給

対策」を盛り込み、生活保護と同様のやり方で受給者を抑える。

②「骨太方針②「骨太方針②「骨太方針②「骨太方針」」」」「改革工程表」による、切り捨て計画「改革工程表」による、切り捨て計画「改革工程表」による、切り捨て計画「改革工程表」による、切り捨て計画

► 社会保障切り捨ては、参院選後の再来年度以降に本格化する。来年度予算案は、予算

案と同じ日に「経済財政諮問会議」で決定された「経済・財政再生計画の改革工程表」

と一体。「改革工程表」に沿って「社会保障制度改革を着実に実行する」と明記されて

いる。「改革工程表」は、6 月 30 日に閣議決定された政府の「経済財政運営と改革の基

本方針（骨太方針）2015」に基づくもの。

（財務省「平成 28年度社会保障関係予算のポイント」）
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（経済財政運営と改革の基本方針 2015）

►「骨太方針」と「改革工程表」では、以下のような切り捨て計画を列挙。

►医療

後期高齢者窓口負担引き上げ（原則 2割）（できる限り早期に）

高齢者の高額療養費負担引き上げ（2016年末までに結論）

入院時の居住費（光熱費）負担（2016年末までに結論）

湿布や目薬などの市販品類似薬を保険給付から除外（2017年通常国会までに法案提出）

かかりつけ医以外を受診した場合の定額負担（2017年通常国会までに法案提出）

（1/28朝日新聞）
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►介護

介護保険の利用者負担を、65～ 74歳について 2割負担へ引き上げ（2016年末までに結

論）［一定所得以上は 15年 8月に引き上げ済み］

75歳以上も原則 2割負担に（できる限り早期に）

要介護 1・2の通所介護（デイサービス）を地域支援事業に移す（保険の対象から除外）

（16年末までに結論）

生活援助と福祉用具貸与・住宅改修は、「原則自己負担（一部補助）の仕組みに切り替

える」（保険の対象から除外）（16年末までに結論）

►年金

物価下落時にも年金を削減（可及的速やかに）

「高所得者」への年金一部支給停止（2017年通常国会までに法案提出）

支給開始年齢の引き上げ（2019年に向け速やかに検討）

►生活保護

扶助基準・医療扶助などの見直し（2017年度に結論）

「就労しない受給者」への保護費減額（2017年度に結論）


